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大学図書館の使命は、学術情報の
流通です。論文だけでなく、研究データ
も含めた多様なコンテンツに対応して
いきたいと考えています。

図書館として何ができるのか？それ
を探るために、実験に参加させていた
だきました。

実験には図書館として参加
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１． テスト実施方針

研究データ管理のプラットフォームは、基本的には附
属図書館で運用している機関リポジトリシステムを想
定している。本テストでは、機関リポジトリシステムを研
究データマネジメントのプラットフォームとして使用する
際の課題点を抽出、解決策を検討し、最終的には実運
用の業務フローの確立を目指す。本学では既存の研
究データのデータベースをもつわけではなく、研究成
果のオープンアクセス化の対象の一部として、研究
データをとらえている。そのためDOIの登録テストにつ
いても、研究データに限定せず、論文等のDOI付与の
フローもあわせて検討する。特に1)登録ポリシー 2)運
用フロー 3)メタデータスキーマについての検討を行う。
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機関リポジトリの運用指針

【運用指針の例】
千葉大学学術成果リポジトリ運用指針

平成 17 年 2 月 1 日
附属図書館運営委員会制定

平成 22 年 3 月 30 日
情報化推進企画室図書館専門部会改正

（千葉大学学術成果リポジトリ）
１．千葉大学附属図書館は，千葉大学（以下「本学」という。）において作成された電
子的な学術研究成果を収集し，千葉大学学術成果リポジトリ（以下「リポジトリ」とい
う。）に恒久的に蓄積・保存し，学内外に無償で発信・提供することにより，本学の学
術研究の発展に資するとともに，社会に対する貢献を果たすものとする。
（登録）
２．（登録対象となる学術研究成果は以下の要件を満たすものとする。
（１）学術的な研究の成果であること。
（２）本学においてその主要な部分が作成されたものであること
（３）電子的フォーマットで作成されていること
（４）ネットワークを通じて配信できること
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２． テスト登録対象データと登録対象件数

本テストで計画したテスト登録は以下の二つのタイプ。

１）既存の機関リポジトリシステム搭載のデータセット

２）研究プロジェクトの成果物の登録シミュレーション
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１）既存の機関リポジトリシステム搭載のデータセット

現在、運用中の機関リポジトリシステム搭載のデータ
のうち（表１）、資料種類がデータセットの約5万2千レ
コードのうちの代表的なもの100件程度へのDOI付与を
行い、データ登録へ要する業務量の見積りも行う。
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千葉大学機関リポジトリのコンテンツ構成

2015.1
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あらためて機関リポジトリの現状はどうなっているのか

2015.1

日本の機関リポジトリ中のデータ日本の機関リポジトリ中のデータ日本の機関リポジトリ中のデータ日本の機関リポジトリ中のデータ 52,42152,42152,42152,421件件件件

そのうち千葉大学のコンテンツそのうち千葉大学のコンテンツそのうち千葉大学のコンテンツそのうち千葉大学のコンテンツ 52,22352,22352,22352,223件件件件

99.6%99.6%99.6%99.6%
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e-Science Project

CSI事業
２００８～２００９年度

実証実験として，コンテンツの作成者
側と利用者側のそれぞれの立場から，
e-Scienceデータ （主として千葉大学リ

モートセンシング研究センターの衛星
画像）へ試行的にメタデータを付与で
きる環境を用意し，そのメタデータの
評価をとおして， 異種データの格納

が可能なユーザコミュニティの需要に
応えるメタデータ形式の検討を行い，
人類の知的生産物の管理ツールとし
て機関リポジトリが 位置づけられるこ
とをめざす。
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萩庭標本
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２）研究プロジェクトの成果物の登録シミュレーション

現在、本学のアカデミック・リンク・センターで実施されている研

究プロジェクトの成果である研究データについて、機関リポジト

リ上でのデータ保存・公開・DOI付与のシミュレーションを行う。

本テスト内で、実際にDOIを付与するかどうかは、シミュレーショ

ンの検討結果によって決定する。アカデミック・リンク・センター

のプロジェクトをとりあげるのは附属図書館サイドでハンドリン

グが容易なためである。アカデミック・リンク・センターは、アク

ティブ・ラーニングについての実践的な研究をミッションとしてい

るが、本テストの実施母体である附属図書館と連携して研究を

行っているため、プロジェクト研究活動の全体像を附属図書館

サイドでも把握しているためである。
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２）研究プロジェクトの成果物の登録シミュレーション
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実際の登録時には、大学内で進められている研究プ
ロジェクトについて、学内の関連部署とも連携しながら、
成果の登録・保存・公開の業務を進めることになるが、
本テストではプロジェクトのスタートから終了までの研究
サイクルの各フェーズについて、実際にどのような業務
を行うべきかを検討し、課題の抽出をはかる。研究デー
タ以外の生産物については、本テストの対象外であり、
本テスト内ではDOIは付与しないが、業務フローとしては

不可分のものであると予想されるため、検討の対象とし
て含める。具体的に想定している研究データとしては、
画像、動画、数値データを想定し、その他に公表論文、
講演資料、各種報告書を想定している。



実験結果

(i)登録インターフェース

当初は、WebとXMLの双方をテストする計画であったが
Webのみの個別登録にとどまっている。本登録時には、
数千件オーダーのデータアップロードが必要であるが、
今回登録時にEXCELにて作成したメタデータについて、
インポートに失敗。データを視認した限りでは不備は見
えないため、改行コード、区切記号等が原因ではないか
と考えている。その原因について解決できていない。し
かし実験では、メタデータ仕様等に検討を特化すること
としたため、XML登録については、本登録時までテスト
を先送りすることとした。
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実験結果

(ii)テスト登録

コンテンツについて、今回は本学の機関リポジトリシステ
ムのデータセット中の最大のコレクションである、萩庭コ
レクション（植物標本）にフォーカスを絞ることとし、複数
件について登録テストを実施した。他の学術雑誌掲載
論文の附属データについて、昨年度より論文本部の登
録要請時に、附属データについても登録可否をあわせ
て問い合わせをはじめたが、現時点ではほとんど登録
が進んでいない。

14



植物標本データについて、採集者/標本作成者/デジ
タルファイル作成者等の複数の人間が作成にかかわっ
ているが、それをメタデータへどのように記述するかで
苦慮した。実験データごとに、メタデータの記述方法に
大きなバリエーションはあることが予想されるが、最低
限の入力ガイドラインは必要。

実験結果
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研究プロジェクトの成果物の登録シミュレーションについ
ては、検証が十分にできなかった。本センターで扱うデー
タは、基本的に利用者の個人情報が絡む。論文、報告書
等にもちいる場合には抽象化・統計化し、データの解析・
保存はスタンドアローンのPCで行うなどの、十分な注意
をはらっている。しかし研究データとして保存する場合に、
どの段階のデータを残すべきかは、まだまだ議論が必要。
おそらく社会科学系のデータについては同様の問題が生
じるが、調査結果を統計的に分析して公表する場合に、
分析した元データが個人情報を十分に抽象化してから統
計分析を行っているのか、統計分析を行った結果として
個人情報が抽象化されたのであって、元データは個人情
報が特定できる状態なのか？

実験結果
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あらためて図書館の特徴を考えて見る

○ 学術情報のアーカイブをミッション
→ 大学内でアーカイブの文化をもつ組織は図書館・博物館・

記念室ぐらい。

○ 書誌情報（メタデータ）作成のノウハウ
→ まともな図書館員ならある程度の書誌作成のスキルは

もっている

○ 中身を理解できなくても扱うことができる
→ まったく理解できない専門的な数学書の書誌を作ったり、

読めない外国語の書籍の書誌を作ったりを業務としてこな
すようトレーニングされている
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あらためて、図書館から
どうアプローチするかを考えてみる

１）最初に研究ありき
→ 最終的な研究成果物である論文が

あって、その添付物としての研究データ
がある

２）最初にデータありき
→ 博物館標本の画像・計測データとか

観測データとか、まずはデータがあって、
それがみな論文になっているとは
限らない
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アプローチ１

１）最初に研究ありき
→ 最終的な研究成果物である論文が

あって、その添付物としての研究データ
がある

図書館員にはわかりやすいアプローチだが、しかし、
いつまで論文が最終的な研究成果物であるかもわか
らない。研究データ流通の構造そのものが大きく変わ
ろうとしているのでは？

論文は研究データのメタデータ？
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アプローチ２

２）最初にデータありき
→ 博物館標本の画像・計測データとか

観測データとか、まずはデータが
あって、それがみな論文になっている
とは限らない

テキスト情報が付与されていないもののメタデータ
は困難。

ノウハウがあれば、ある程度は・・・。
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課題：業務フロー検討案

1)一般的な研究データ登録フロー
図書館と研究者と連携した運営フローを想定。

機関機関機関機関
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

研究者研究者研究者研究者

論文、
研究
データ図書館図書館図書館図書館

千葉千葉千葉千葉大学大学大学大学

JaLC

DOI ハーベスト

Research

Map

登録
リンク

登録

DOI

投 稿
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課題：業務フロー検討案
2）外部資金の助成による研究
成果の登録フロー
・学内の研究推進部門と連携
した運営フローを想定。
・助成機関のOAポリシーや研
究不正対応のガイドラインも考
慮

機関機関機関機関
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

研究者研究者研究者研究者

研究推進部門研究推進部門研究推進部門研究推進部門
報告書、論文、
研究データ論文、

研究
データ

書誌
データ
作成

図書館図書館図書館図書館

千葉千葉千葉千葉大学大学大学大学

助成機関助成機関助成機関助成機関

JaLC

DOI ハーベスト

Research

Map

報告書
論文

登録

リンク

登録

DOI

ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル
投稿
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課題：業務フロー検討案

機関機関機関機関
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

データ

図書館図書館図書館図書館

千葉千葉千葉千葉大学大学大学大学

JaLC

DOI

メタデータ登録、アーカイブ登録

３） 観測データ等の
アーカイブ

メタデータ登録

どのようなデータどのようなデータどのようなデータどのようなデータ
があるかの実態があるかの実態があるかの実態があるかの実態

調査が必要調査が必要調査が必要調査が必要

研究者研究者研究者研究者

研究データそのものを機関リポジトリで
アーカイブすることは現実的ではない
かもしれないが、機関として
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課題：業務フロー検討案

機関機関機関機関
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

データ

図書館図書館図書館図書館

千葉千葉千葉千葉大学大学大学大学

JaLC

DOI

メタデータ登録、アーカイブ登録

３） アーカイブ

メタデータ登録

研究データそのものを機関リポジトリでアーカイブすることは現実的ではない
かもしれないが、機関としてリソースのカタログを作りDOIを付与することは重
要ではないか？

データセンデータセンデータセンデータセン
ターターターター
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図書館職員図書館職員図書館職員図書館職員

CURATOR

Open
千葉大学

____________________
____________

____________________
____________
____________________
____________

____________________
____________
____________________
____________

JournalJournalJournalJournal

機関リポジトリ登録フロー（図書館依頼）

投稿
p
u
b
li
sh

著者最終版

受理

出版者版

研究者研究者研究者研究者

ファイルアップロード
メタデータ付与

検索

登録依頼

ライセンスライセンスライセンスライセンス
検索システム検索システム検索システム検索システム

利用条件の
確認
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作業負荷

○ 実はメタデータ付与、ファイルアップロードよりも、ライセ
ンス処理や研究者との連絡調整の前処理の負荷のほ
うがはるかに重い（研究データの著作権は？）。

○ メタデータ付与やファイルアップロードは、手順が整理
できれば、それほど大変ではない。

○ 本来は、研究者が自ら発信するものだが、待っていた
ら集まらないので、現実には図書館員が研究者に個別
にコンタクトして、登録発信を促している例が多い。

○ 研究業績データベースとの連携は一部の大学ではリン
ク機能を実装済み。ただし標準ができていない（機関リ
ポジトリ側には著者IDが入っていない、業績データベー
ス側はそもそもメタデータ標準がない）ので、システム
継承は力技（ResearchMapの利用は拡大するか？）。 26



課題：データマネジメントのポリシー

日本の大学図書館で作成しているところは、おそらく
まだないが、何を集めて何を集めないのか？データ移
行をどう考えるか？データ粒度をどう考えるか？などな
ど検討しなければならないことだらけ。

論文より明らかに複雑。そもそもデータの定義からは
じめなければならない。

個々の分野では参考例があるが、総合的に参考にす
る例がない。
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課題：メタデータスキーマ

○機関リポジトリの国内のスキーマ：junii2
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/junii2.html
○ JaLCのスキーマ
○ DataCite
https://www.datacite.org/

いずれを用いるにせよ、まともにやろうと
思ったらシステムの改修が必要
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スキーマだけでは品質は保持できない

入力（記述）マニュアルは必要！
コンテンツのどこをどのように見て、どのように転記し
て、どのように転記するかは、図書館員では判断で
きない。

しかし、マニュアルがあれば、それを守るのが図書
館員。
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課題：システム

○ Dspace、CKAN等、何を選ぶのか？
○ ディスク容量はどれぐらい必要か？
○ メタデータスキーマは？
○ DOI付与システムは？
○ 既存の機関リポジトリシステムで

どこまで対応可能か？
○ ワークスペースとオープンスペースとアーカイブス
ペースは一緒で良いのか？（机と書架と書庫）

30



大学図書館全体のとりくみ

https://ir-suishin.repo.nii.ac.jp/

機関リポジトリ推進委員会

「大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国
立情報学研究所と国公私立大学図書館協力委員
会により設立、「機関リポジトリを通じた大学の知の
発信システムの構築」に関する事項を企画・立案し、
学術情報の円滑な流通及び発信力の強化にかかる
活動を推進することを目的とする。
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オープンサイエンス班の平成28年度活動計画

【1】OAポリシーの策定支援ツールの開発

【2】RDMトレーニングツールの開発

【3】研究データ対応メタデータスキーマの検討

【4】ケーススタディによる研究データ管理

ノウハウの蓄積
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http://rdmrose.group.shef.ac.uk/

RDMトレーニングツールの例
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http://datasupport.researchdata.nl/en/

RDMトレーニングツールの例
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http://datalib.edina.ac.uk/mantra/

RDMトレーニングツールの例
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Thank  You
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